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　地震に関連した地殻変動の範囲を円に近似したときの半径 r の常用対数 log r と，地震のマ

グニチュード M との関係として，1966 年に log r ＝ 0.51M － 2.27（ M ＝ 1.96 log r+4.45 ）

を求めたが 1 ），今回付表中アンダーラインを付けた地震を追加して改訂した。ただし，前回は伊

東群発地震による隆起を北伊豆地震と関連させたが，今回は両地震を分離し，北伊豆地震の地

殼変動は水平変動を使った。また，アラスカ地震は汀線変形ではなく，水準測量の結果を重視

した。

　M のうちアンダーラインを付けたのは，1978 年版理科年表で訂正されたものである。参考

のため，前回の使用値を備考欄に示した。ただし，濃尾，東京，大町の各地震については，別

の面から考慮した。

　付図は各地震の M に対する log r をプロットしたもので，r の単位は km である。最小 2 乗

法の結果は図中に示してある。この 1 次関係式からの M の標準偏差は，単独値で ±0.30 である。
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第 1 表　地殻変動が測定された地震
Table 1．List of earthquakes in which crustal deformations were measured by the levelling.
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第 1 図　地震の M と log r の関係。r は地震による地殻変動の範囲を円近似したときの㎞
　　　　単位の半径。

Fig. 1　A relation between M and log r, where r is a radius in units of km of circle-approximated area of the 
      　　crustal deformation.
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